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線維筋痛症友の会だより
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事務局から挨拶

　

昨年の医療講演には、たくさんの方に来て頂き、事務局として大変うれしく思います。

　

皆さん、体調はいかがですか？今年は雪が少なく温かい年ですが、喜んでばかりもい

られませんよね。

　

６月に総会･懇親会を行います｡体調と相談して、一人でも多＜の方にお会いしたいと

思います｡お待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

函館

　

坂本
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佐々木千鶴子さんの参加レポート

4｡新聞記事から

●●●●●

　　　　　　　　　　

平成19年度支部総会のお知らせ

★日時

　

平成19年6月2日(土)1時～3時

★会場

　

北海道難病センター(3階会議室)

※総会終了後、懇親会を予定しています。詳細は、後日改めてお知らせします。
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線維筋痛症調査研究医療公開シンポジウム開催のお知らせ

日時

　

平成19年2月28日(水)10時～４時30分

会場

　

都市センターホール

　

オリオン(東京都千代田区平河町2-4-1)

内容

　

線維筋痛症研究の進歩、ケアーヘのアプローチ、トピックスなど

　　　　

※北海道支部からは、坂本事務局長が参加予定です。
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＊みなさまのご来場をお待ちしています。
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記

今号から会員が自主的にE｢｣刷･発

送しました｡年４回程度､発送等に

ご協力いただける方は、久保田

　　　　　　　

一
血ﾕﾕﾆ盤:ヒ恵i連立までご連絡くだ

さい。
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資料1

線維筋病症友の会講演会資料

2006.ll.19

度庶虐蒼r井肋の齢
～摩学棚=漆る疾凄-

北星病院･リウマチセンター長今野幸彦

●搬(FMS)出
三品 �����B���

I◆●十一ヽ ��

.= 偖ﾈ��� 彦2ｴd��茯ｬ2� 

.■ �7��淏�嫉O｢�e}｣岨_岩城 剌¥T'I.+■ 

一事 冲丘⊥■丘m_ 凵｡■ヽ小IITrlT 

ヽエー �� �� 

1 ��■ 

tL.+IやfL十十■ 

一■■一■ト■tlt■ � 

線維筋病症の診断基準(Ac又 )

1."広範鹿の痔軒の既往がある

定並鳩痛は以下のすべてが存在するときにu広唯園の痔軒と定耗される

身体左用の拷櫛､身体右側痔乳腺から上の拷櫛､ Jtから下の痔臥さ6に

躯幹中心串痛(頭取柵取曲推JF下帯のいずれかの痛み)が存在する

2.触診で18カ所の圧痛点のうち､ 11ヶ所以上の圧癖を速める

①後雅称:役所下の肪付廿な　　　②LbN戯:上線の中央点

◎耗-t=肪:Fl甲骨#鉢の内抱の上帝④粋筋:熊藤の上梓外債の四半舗
⑤大転子:大転子抜虎の後鉢　　　@下位東経: CS~C7の横中間の財面

⑦筋2肋骨: $2肋軟骨接合迦　　⑧外用上頼:上顎から鮎h遵段付

⑨繁男幣悪y伽.DiE#=Q'詔冊艶仙8刺青となる｡

私淑土称Ikgの負さで4 1う(桁がすこしr'rくなるタ.佗)

患者のは抄に点し.

頂くない"､ "すこし如､"/中(･ら川こ軌､H,および叫とても痛いnの

いずれかであるかを同い､ ~すこし如､-以上であれば圧痛点ありとする

金手はl上配1と20)両方の甚恥を荊たすとき*推筋櫛症と診断できる.

なお. 】肱姫川な結軒は少な化tllケIJ n抜する必Imがある

-
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資料1
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r投推薪清盛の点者が貴a>する専門医､症状､検査そして診断 

神島内科磨 ��めまい､耳書,料 ★■ ��CT､MRI､JZ汝 i 冲暮 1 
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資料1

糊野(E#)
･一次性FMS

①　FMS

②　FMS　+MPS

･二次性FMS

① RA､ OA､ PMR､ SLE､ Tc陽性FMS､

窺腕症候群､胸郭出口症候群　など
②　精神疾患が前面.=あるFMS

(例FMSを伴う大うつ)

せLZFニン.

h､dl() ､いI VPLol,h川1

-

▼

'｢~-i､

S,,ro,a-～:- L3,＼㌃C柵◆

P. Sによる疲労･疫病･倦怠の程度
写･Tr･ーTlr-t乃､7:(-I.の社会史′言がて芸∴ rplを泣けろここJ+gく行工称てILl･/I.

_　ののT=f)し⊥こし

-3-

●

●開軒リウマチ(RA)の1 7%にFM様症状がある｡

この報告では､ ACRの診断基準を用いず.圧点点とf-
VASの二つから診断している｡ FMをもつRA患者は､哉能

的にも活動性の両からも. FMを持たない患者より軌､｡

(Worfe ･ J RheL'matOl 2084,31 ; 695-丁oo)

●日本では､ 25%の合併(今野)

●特に､筋･筋朕任務病症候群(ups)の合併が間湿

●　FMSでは血中のセllトニンが低価

●　FMSでは髄液中のsub8tanCe-Pが高使

.秦野御者於

推定有病率: i.7%(200万人)

大都市､2.2%　地方部､ 1.2%

年齢:51.5±16.9歳

発症年齢:43.8± 16.3歳

確息期間:7.4±7.4年

診断に要した期間:4.3±7.4年

mHAQ:0.77±0.74

PS:6-9(63.1%)

(松本)

-JのtfiL 0句 凾ﾄ烏ス1戸 �,H*h*eｩ�｢�j1 

ニ 刄j �8ﾒ�コ 
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資料1

齢の虎序

痛み刺激の伝達

ノ

- r　　　′JTT-

･巳;ii

＼ ▲･ ･

①書曲板床蕗
(A 8 **:汝しい早いdEみ)

②C無性
(不快で持鏡性の基い点み)

①■一件t

@XiS幹■様休
く紬床(さみの一次匪知)

⑥前車薫く点み部位の紬)
⑦捷中心回
(正確な頼み局在と性文の故知)

⑧tH 】革兼(#みの官tl)

⑨下市性抑制系
(セE]ト二ン系. ′A'T rレナリン系)

痛み刺激の伝達

: ⊂車重⊃ヽ.
:主に組tEの柑

遅発伴用
I

発癌物干の生成

大脳(BP時点)
JLgI書なするどい4

- iAtL

h一二～二才=_H二二

i C強#の典暮

一二~　コ=ニ~

大前(遵発癌)
免# JAJtl恭

持8ttE

棚老齢

痔痛刺激実験(マウス)
SART偵鰍Fレスの貞#)

●方法

明期の飼育温度を低温(4℃)と室温(24℃)に1時間

ごとに変化

時期は低温状態

期間･4日間以上

●評価方法
変化させた圧刺激をマウス尾部に加え.痔痛反応

にて判定

反復寒冷ストレス負荷による痛覚開催の変化

●

･41



プE]スタゲラン･)'ンの

生合成に及ぼす影響(in vityo)

107　　3×10-1 1〇一B IO~1　10-I IOII

コントトーJ.イント●1ナシ叫dmり　Jイ朴Eltゝ(NLT/rTlL)

コ4■コ　ウIIJ■■rJ qJIl■

資料1

痛覚過敏の改善作用
(反4書冷ストレスマウス)

下行性抑制系に対する作用

畑笠)

:;上蓋二≡
鳥長賢妻…

大iIA嬢での

セロトニン放出活性の*化

l山
ノイロトl)ビンは下稚*A抑■手の中　　　　　tt暮　　t I r MGZXlft'ンチ)

#点､it大仙秋=おいて.ストレス　　　　　　　　　　　　　･朴レス*-　1

1書で七下したセI)ト二ンの放出昏性を　　　　　　　　　　　　　　　/イEZl=t'ン!

書Juこ改●した　他.the-暮1S加lムし.佃.化.1.tG-上.州州.一一"叫下".,I:I='

- 51;

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
L
J
J
～
生
Q
E
事
八
%
)



資料1

下行性抑制系に対する作用

大JZ&Jt

.I-iTILj壷.::-･亭! _.I:I

芸㌫蒜謡㌶認諾言諾諾｡霊芝ijJrだ認諾

痔痛刺激実験(ヒト)
洲穿

●　方法

52℃の刺激を､ 0.7秒間､刺激の時間

間隔を変えて､ 20回手に加える

●　評価方法

0から1 00(耐えられない痛み)で判定

痔痛刺激実験(ヒト)
圧■β戚式辞

方法

前腕の筋に､一定の圧の刺激(タッビング)

を時間間隔を変えて､ 15回繰り返す

●　評価方法

0から1 00(耐えられない痛み)で評価
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棚紅′てい8事蒙

良雄筋病症卜次性)の誘因( 19/25例)

原田 凭��ﾒ３��

手許などの疾患 湯イrR��

&染症 �"���R��

座竺 唐イ"R��

潜磨

治療の方法論
'譜哲野欝だ議をssJg･S"R'】

･関連痛トリガーポイントへの注射.神撞軒ブロック

テニスボール運h

･ゲートコントE1-ル理観　連動(選2回程度).TENS

･温度差(寒冷)の影響　mokt hot(入浴,ホットパック)

･アシルカルテ二ンの低価　補充dE法

･題眠辞書/気分障害　眠荊/向輔神薬

囲l　:闇53伝達系と下行性抑制系

′/

琴苦言誓｡ヒン声了≡≡;≡:,i

芳喜一記譜　I I rnrI伝正苅
I

叩け十日

亮鈷了, r

;≡≡;㌫　山笠ノ
rTI../1 I:trl
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睡眠障害　　　　　　不規則な

巧==ク　生活

匝勤の低下のサイク叫

虜微療穿

兼わの杜類

三女兼萌:うつ剤

SSRl

SがRI

MAO阻醐

NSAID

坑ま暮剤

安定㈱

好軸剤

オビオイド

ノイロトロビン

エルカルチン

虜･Mm燈郷顔#
tMRS)の触感方潜

-這這~~~ ~~~⊇
･ FMSでは可動域の制限やトリガーポイントによる

特定の筋肉の疲労は起きない

･軌､筋肉の鵬や盛り上が｡､来状の#(まMPS E

の特嶺　　　　　　　　　　　　　　　r

l

･全身の疫病に対するアロティ二アはMPST=は存　l

在しない

･ FMSとMPSには睡眠Pt書が起きるが.その秩序　:

は異なる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

∠ク藷h`ご加も　】
筋肉痛の

低下

守
気分爽快

巧ミコ

資料1

二二二肝m ｢

○
睡眠の正常化

着地b5サイクルl

占ク

セ哲　≧

鉄幹効果　　】

遜敢療冴

運動浴のCFS､ FXSに対する効果

■■ 弗cDﾂ�≠■ 亅(���En 仏Fﾄ����■I 

l 肇B�ド 派ｦx爾�e2�tL一〇 塔r繆�ﾈ��H�ﾂ� 

72 �6��GfS ���4ｨ�ﾆﾆ���帆(事斤■■) �������,傚��X*"�

3 鼎r�ド �4e2�tWldO �%4･r維ｶf���B��Jl+に■やtい 

■ 鉄��ド ����2�too/lEK) ��ｸ��耳�ﾃ��ｳ�� 

5 �ｨ�ﾂ�F �)Jr�94 ���爾�中Jt(■申) 

6 鉄��十 姪�K��1∝l/′TO 肇R��ﾇﾓR�*也なし 

(今野1 893)

L珊浴は. 5121乱80分. 4)帆ヽI卓

JIJkに対する古拙が7EL,サースは書入四書
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資料1

今@の展望

FMSの社会的認知

FMS　患者への地域的援助体制の確立

サポーティングチームの確立
r　(リウマチ科医師､整形外科医師､神経科

i ,5_E5:蹴､作業療法士､ヘル■ .療病惹起物質の分子レベルでの解明　.

r　　　　　　　　　　　　　即1

ー9-
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